
 

第２回いわての森林づくり県民税事業評価委員会 

 

日 時：平成28年８月29日（月）10：00～12：00 

場 所：エスポワールいわて ３階 特別ホール 

 

 

次 第 

 

１  開  会 

 

２  議  題 

(１) 委員長の選出について 

(２) いわて環境の森整備事業の施工地審査について 

(３) 平成28年度以降の「いわての森林づくり県民税」に係る地域説明会

の結果について 

 

３ その他 

 

４  閉  会 



 

いわての森林づくり県民税事業評価委員会委員名簿 

（平成２８年７月１４日現在）      

氏  名 役   職   名   等 備  考 

大粒来 宏 美 有限会社丸大県北農林 取締役  

岡 田 秀 二  富士大学 学長 欠席 

小山田 四 一  一戸町立図書館 館長  

國  崎 貴  嗣  岩手大学農学部（環境科学系） 准教授    

佐 藤 重 昭 徳清倉庫株式会社 代表取締役  

佐 藤 誠 司  岩手県商工会議所連合会 盛岡事務局長  

安 原 昌 佑  岩手県保護司会 河南分区長  

吉 田 敏 恵  岩手県消費者団体連絡協議会 常任幹事  

吉 野 英 岐  岩手県立大学総合政策学部 学部長  

若 生 和 江  環境アドバイザー  

(五十音順)  

 

    １ 委員  １０名 

 

    ２ 任期  平成２８年７月１４日～平成３０年７月１３日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第２回いわての森林づくり県民税事業評価委員会 県関係出席者名簿 

 

役   職   等 氏  名 備 考 

農林水産部    林務担当技監 阿 部 義 樹  

林業振興課  総括課長 佐々木   隆  

         技術主幹兼振興担当課長 西 島 洋 一  

         主任主査 高 芝 俊 雄  

         主任主査 木戸口 佐 織  

         主  査 三 上 昭 典  

         主  事 山 本 有 美  

  森林整備課  技術主幹兼計画担当課長 久 慈   敏  

         主任主査 菊 地 明 子  

盛岡広域振興局林務部  主  査 真 木 賢 二  

盛岡広域振興局林務部  いわて環境の森整備推進員 小 林 静 夫  

盛岡広域振興局林務部  いわて環境の森整備推進員 藤 田 隆 二  

県南広域振興局林務部  主  査 赤 座 直 輝  

花巻農林振興センター  主任行政専門員 照 井 重 光  

遠野農林振興センター  主任主査 佐 藤 一 哉  

一関農林振興センター  主  査 谷 口 英 理  

宮古農林振興センター林務室 技  師 畠 山 智 樹  

岩泉林務出張所     上席林業普及指導員 菅 原 誠 司  

大船渡農林振興センター 主任主査 高 橋 美恵子  

大船渡農林振興センター 技  師 小 川   茜  

県北広域振興局林務部  主査林業普及指導員 金 田 弘 次  

二戸農林振興センター  主  任 高 坂 達 也  

 



 

 

 

平成 28 年度いわて環境の森整備事業 施工地選定審査基準(審査) 

 

いわて環境の森整備事業の施工地選定審査に当たっては、下表に掲げる基準を満た

しているものを適とする。 

審査項目 審 査 基 準 

森 

 

林 

 

に 

 

関 

 

す 

 

る 

 

事 

 

項 

事業対象森林 

① 私有林であること。 

② 人工林であること。 

③ 公益林であること。 

ア 水源地域等の上流域の森林 

イ 野生動植物生育の場として重要な森林 

ウ 自然林に戻すことによって、景観的な多様性の維持・向上

を図るべき森林 

エ 上記に準ずる森林 

④ 保安林である場合は、治山事業等で実施することが困難であ

ること。 

採択基準 

⑤ 対象樹種は、原則として人工林であるスギ、カラマツ、アカ

マツ等の針葉樹であること。 

ただし、アカマツ天然生林においても、地域において保全

上重要な森林については、対象とするものとする。 

⑥ 対象齢級は、原則として４から 10 齢級であること。 

ただし、３齢級以下及び 11 齢級以上であっても、地域にお

いて保全上重要な森林で、本事業の計画に加えるべき森林につ

いては、対象齢級として取扱うものであること。 

⑦ 1 施工地の面積は、０．３ヘクタール以上であって、原則と

して１ヘクタール以上の団地であること。 

  ただし、団地の考え方（団地性の判断）については、各施工

地の相互の間隔が概ね 10 キロメートル以内の範囲であるもの

とする。（概ね半径 10 キロメートルの円内にすべての施工地が

含まれること。） 

森林所有者 

に関する事項 

⑧ 協定書の締結に同意していること。 

（現時点では口頭による確認） 

 

平 成 28 年 ８ 月 29 日  
第２回いわての森林づくり
県民税事業評価委員会  

資料 No.１ 
 



連番 市町村 大字 字 樹　種
面積
(ha)

林齢
(年生)

申　請　者 特記事項

001 16 024 盛岡市 大ヶ生 第１地割ほか　地内 スギ 5.73 23～48 盛岡広域森林組合

002 16 025 盛岡市 根田茂 第６地割ほか　地内 スギ 6.20 22～53 盛岡広域森林組合 スギ 53年生 1.33ha

003 16 026 紫波町 草刈 善前野　地内 スギ 1.70 25～45 盛岡広域森林組合

004 16 027 紫波町 赤沢 行人平ほか　地内 スギ 5.80 37～46 株式会社イワリン

005 16 028 奥州市 江刺区田原 奈良原　地内 スギ 6.50 36,59 奥州地方森林組合 スギ 59年生 1.56ha

006 16 029 奥州市 江刺区米里 仏領ほか　地内 スギ 6.23 20～46 奥州地方森林組合

007 16 030 奥州市 江刺区伊手 二渡ほか　地内 スギ 1.56 30～50 岩手県森林整備協同組合

008 16 031 奥州市 江刺区岩谷堂 舘下ほか　地内 スギ 2.10 35～49 岩手県森林整備協同組合

009 16 032 金ヶ崎町 西根 潤沢　地内 スギ 2.16 26～45 岩手県森林整備協同組合

010 16 033 西和賀町 沢内 若畑ほか　地内 スギ 8.79 29～56 西和賀町森林組合 スギ 56年生 0.10ha

011 16 034 西和賀町 沢内 大野 スギ 7.73 35～50 岩手県森林組合連合会

012 16 035 遠野市 小友町 46地割 スギ、カラマツ 1.27 33 岩手県森林整備協同組合

013 16 036 遠野市 宮守町 上鱒沢　地内 スギ 8.00 42～47 遠野地方森林組合

014 16 037 遠野市 宮守町 上鱒沢　地内 スギ 4.86 36～42 遠野地方森林組合

015 16 038 一関市 花泉町涌津 藤ノ巻　地内 スギ、ヒノキ 2.50 21 岩手県森林整備協同組合 　

016 16 039 一関市 藤沢町砂子田 高田ほか　地内 スギ、ヒノキ 1.24 25,35 岩手県森林整備協同組合 　

017 16 040 一関市 萩荘 下大桑ほか　地内 スギ 2.19 28～50 一関地方森林組合

018 16 041 一関市 千厩町小梨 時ノ沢ほか　地内 スギ、ヒノキ 3.23 16～39 一関地方森林組合

019 16 042 一関市 大東町曽慶 梅ノ木　地内 スギ、ヒノキ 3.72 16～34 一関地方森林組合

020 16 043 一関市 大東町猿沢 宿通向　地内 スギ、ヒノキ、アカマツ 4.44 33～48 一関地方森林組合

021 16 044 一関市 藤沢町藤沢 板橋ほか　地内 スギ、ヒノキ 3.85 27～44 一関地方森林組合

022 16 045 一関市 東山町長坂 木戸割ほか　地内 スギ 6.58 30～50 一関地方森林組合

023 16 046 一関市 東山町田河津 束稲ほか　地内 スギ 3.03 14～41 一関地方森林組合 スギ 14年生 0.17ha

024 16 047 一関市 東山町松川 岩ノ下ほか　地内 スギ、ヒノキ 8.78 24～49 一関地方森林組合

025 16 048 宮古市 音部 第７地割　地内 スギ、アカマツ 2.20 34,46 宮古地方森林組合

受付番号

平成２８年度いわて環境の森整備事業施工予定地一覧表(補助)



連番 市町村 大字 字 樹　種
面積
(ha)

林齢
(年生)

申　請　者 特記事項受付番号

平成２８年度いわて環境の森整備事業施工予定地一覧表(補助)

026 16 049 山田町 織笠 第４地割　地内 スギ、アカマツ 3.48 45,49 宮古地方森林組合

027 16 050 岩泉町 門 道上　地内 スギ 1.57 50,57 岩泉町森林組合 スギ 57年生　0.18ha

028 16 051 大船渡市 猪川町 西山ほか　地内 スギ 3.73 21～46 気仙地方森林組合 水源涵養保安林　2.22ha

029 16 052 洋野町 種市第３地割 小田沢　地内 スギ、アカマツ、カラマツ 13.52 24～50 有限会社丸大県北農林

030 16 053 二戸市 上斗米 小端ほか　地内 スギ 2.00 20,24 二戸地方森林組合

031 16 054 二戸市 浄法寺町 後久保　地内 スギ 5.23 23,33 浄安森林組合

032 16 055 二戸市 野々上 油子ほか　地内 スギ、アカマツ 8.33 20～34 二戸地方森林組合

033 16 056 二戸市 足沢 大平ほか　地内 スギ、カラマツ 9.18 18～41 二戸地方森林組合

034 16 057 一戸町 小友 向釜屋敷ほか　地内 スギ、アカマツ 3.32 18～47 二戸地方森林組合

035 16 058 一戸町 小友 後反ほか　地内 スギ 2.04 16～33 二戸地方森林組合

036 16 059 九戸村 伊保内 第１地割ほか　地内 スギ、ヒノキ 1.66 21,26 二戸地方森林組合

037 15 176 九戸村 長興寺 第５地割ほか　地内 スギ、ヒノキ 1.57 15～21 二戸地方森林組合
・追加申請（Ｈ27第6回委員会承認面積　4.02ha）

・15年生　0.35ha

038 16 021 二戸市 上斗米 金田一川　地内 スギ 0.60 15 二戸地方森林組合 ・追加申請（第1回委員会承認面積　5.33ha）

a 今回計 38施工地 166.62

b 平成28年度既承認面積 115.38

c a + b 282.00
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いわて環境の森整備事業施工位置図（平成28年度）
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平成 28年度以降の「いわての森林づくり県民税」に係る地域説明会の結果について 

                        

１ 開催趣旨 

  平成 28 年度以降の「いわての森林づくり県民税」の事業を円滑に進めるため、事業

実施主体である市町村、林業事業体、地域の団体等及び各現地機関の県担当者に対し

て事業内容等について説明を行い、周知を図るもの。 

 

２ 日程及び会場 

  ６月 16日（木）10：00～12：00 岩手県民会館 

６月 20日（月）10：00～12：00 宮古地区合同庁舎 

６月 20日（月）15：00～17：00 久慈市役所 

６月 22日（水）10：00～12：00 奥州市水沢地区センター 

６月 23日（木）15：00～17：00 遠野市森林総合センター 

 

３ 内容 

(1) 平成 28 年度以降の「いわての森林づくり県民税」について 

(2) いわて環境の森整備事業について 

(3) 県民参加の森林づくり促進事業について 

(4) 参加者との意見交換 

 

４ 参集範囲 

 市町村、森林組合、岩手県森林整備協同組合、林業事業体、地域住民団体、ＮＰＯ

団体、広域振興局職員等、 

 

５ 出席者数 

  １２６名（盛岡 43名、宮古 10名、久慈 25名、奥州 26名、遠野 22名） 

 

６ 質疑・意見交換内容 

・混交林誘導伐について 

・アカマツの広葉樹林化について 

  ・森林環境を保全する植栽について 

  ・県民参加の森林づくり促進事業について 

  ・普及啓発について 

  

  

 

 

 

平 成 28 年 ８ 月 29 日  
第２回いわての森林づくり
県民税事業評価委員会  

資料 No.２ 
 



質疑・意見交換内容 

区  分 質疑・意見・要望 回答・対応 

環

境

の

森

整

備

事

業 

混交林誘導伐 

 

森林所有者の特定困難。 

（盛岡、奥州） 

 

 

 

・ 未登記森林での納税義務者との 

協定締結は困難。 

・ 課税台帳での確認。 

・ 国土調査未了地区で、地域の取 

りまとめ役の協力を得て事業実施

にこぎつけた事例。 

転用防止も兼ねた看板設置を要

望。（宮古） 

・ 施工地管理上、必要性あり。 

・ 起点杭の設置と併せて検討。 

施工地台帳の電子データ配付。

（奥州、遠野） 

・ 現在作成中。データ配付や表示

方法については今後検討。 

作業道補修を対象経費に要望。

（盛岡） 

・ 現行制度では対象外。 

アカマツの広葉

樹林化 

アカマツは全伐可能か。（奥州） ・ 全伐可能。 

搬出路開設は可能か。（奥州） ・ 所有者の承諾があれば可能。 

広葉樹林になった後、所有者が針

葉樹を植栽可能か。（奥州） 

・ 可能。転用制限のみで伐採制限 

は設けない。 

所有者との協定締結は必要か。 

（奥州） 

・ 必要。ただし、転用制限のみで 

伐採制限は設けない。 

森林環境を保全

する植栽 

裸地化した場所への植栽は困難。

ササの刈払いや防風対策が必要。

（久慈、遠野） 

・ 評価委員会の助言をいただきな 

がら検討する。 

植栽後の保育を県民税事業で対

応可能か。（遠野） 

・ 下刈以降の保育については森 

林整備事業で実施。 

植栽した箇所を、県民参加の森林

づくり促進事業で保育する場合、

補助対象となるか。（宮古） 

・ 評価委員会に諮る必要がある。 

県民参加の森林づくり

促進事業 

備品の対象範囲。 

（宮古、奥州、遠野） 

・ 汎用性のあるものは対象外。 

（パソコン、ドローン等） 

・ ヘルメット、防護服は可。 

外部講師、指導者名簿の作成。 

（奥州） 

・ 学校からも要望あり。 

・ 作成に向けて検討中。 

企画審査の公開プレゼン。 

（盛岡） 

・ 他県で実施例あり。 

・ 委員から現場の生の声を聞きた 

いという意見もあり。 

普及啓発 普及啓発のための資材作成。 

（盛岡、奥州） 

 

 

 

・ 普及啓発事業で作成予定。 

・ 事業効果を PRするための横断 

幕の作成。（担当者会議での提案 

を受けて作成） 

・ 認知度向上のためののぼり旗の 

貸出し。 

市町村広報を活用したＰＲ。 

（盛岡） 

・ 掲載を依頼する予定。 

 



 

 

森林環境税に係る他県調査の結果について 

 

 

 平成 15 年度に高知県が森林環境税を導入して以来、37 の府県で地方税の一つである森林

環境税が導入された。 

 これらの独自課税は、森林の持つ公益的機能の受益者である県民が負担することにより、

多様な公益的機能を有する森林環境の維持・増進に資すること等を目的に創設され、府県に

よって多様な事業が展開されていることから、その状況を調査したもの。 

 

 

第１ 高知県 （調査日 平成 28 年７月 19 日（火）） 

１ 課税制度 

(1) 名称・趣旨（条例より） 

 高知県森林環境税（高知県森林環境保全基金条例） 

 水源のかん養をはじめ山地災害の防止、気候の緩和、生態系の多様性の確保等県民

のだれもが享受している森林の公益的機能の低下を予防し、県民の理解と協力のもと、

森林環境の保全に取り組む。 

(2) 創設年度 

 平成 15 年度 

(3) 課税方式 

 県民税均等割の超過課税 個人・法人：500 円／年 

(4) 税 収 

 1.7 億円／年 

 

２ 事業運営・評価等に係る委員会 

(1) 名 称 

 高知県森林環境保全基金運営委員会 

(2) 審議内容 

 事業の企画審査、進捗状況確認、事業評価等 

(3) その他 

 委員 10 名、3～4回／年開催 

 

３ 事業内容 

(1) 森林環境の保全を進める事業 

ア 水源かん養など公益的機能を増進する森づくり 

 森林のもつ水源かん養機能などの公益的機能を維持するための間伐や除伐。 

(ｱ) 公益林保全整備事業（国庫補助事業が採択できない人工林での保育間伐） 

(ｲ) みどりの環境整備支援事業 

（保育間伐（国庫補助事業に上乗せし、森林所有者の負担を軽減）） 

平 成 28 年 ８ 月 29 日 
第２回いわての森林づくり
県民税事業評価委員会 
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イ シカによる被害から森林環境を守る対策への支援 

 シカによる食害等の被害から森林環境や希少野生植物を守るための対策。 

(ｱ) 指定管理鳥獣捕獲等事業（シカの捕獲と生息密度調査を実施） 

(ｲ) 希少野生植物推進事業（シカによる食害から希少野生植物を保護） 

 

(2) 県民のみなさんの森林への理解と関わりを深め広げる事業 

ア 将来を担う子どもたちなどへの森林環境教育の支援 

 「こうち山の日」（11月 11 日）を中心に行われる県民の自

発的な活動や、森林保全ボランティア団体等の活動を支援。 

(ｱ) 森づくりへの理解と参加を促す広報事業（情報誌

「mamori」やチラシ等作成） 

(ｲ) こうち山の日推進事業（「こうち山の日」の理解や関

心を深める事業の実施） 

(ｳ) 運営委員会等開催費（森林環境税の使いみちを審査す

る委員会の開催など） 

イ 県民の森や山に対する主体的な活動の支援 

 子どもたちに森林や山への理解や関心を持ってもらえるよう、学校等での森林環

境教育を支援。 

(ｱ) 環境学習推進事業（自然体験活動指導者の養成） 

(ｲ) 高校生森林環境理解事業（森林環境の保全を理解し支援できる高校生の育成） 

(ｳ) 高校生後継者育成事業 

（林業関係学科を学ぶ高校生を対象に、林業に関する資格取得の推進） 

(ｴ) 山の学習支援事業 

（年間を通じて森林環境学習を実施する小中学校等の独自取組の支援） 

ウ 持続可能な山の暮らしを支える森づくりへの支援 

 県民の目に触れやすい公共的施設などに県産木材を使うことで、木の良さをＰＲ。 

(ｱ) 木の香るまちづくり推進事業（公共的施設などへの県産木材の導入の支援） 

 

第２ 愛媛県 （調査日 平成 28 年７月 20 日（水）） 

１ 課税制度 

(1) 名称・趣旨（条例より） 

 愛媛県森林環境税条例 

 水源のかん養、県土の保全、地球温暖化の防止、生物多様性の確保その他の森林の

有する公益的機能の重要性にかんがみ、森林環境の保全及び森林と共生する文化の創

造に関する施策に要する経費の財源を確保する。 

(2) 創設年度 

 平成 17 年度 

(3) 課税方式 

 県民税均等割の超過課税 個人：700 円／年、法人：均等割額の 7％増 

(4) 税 収 

 5.4 億円／年 



 

２ 事業運営・評価等に係る委員会 

(1) 名 称 

 愛媛県森林環境保全基金運営委員会 

(2) 審議内容 

 事業の調査・審議 

(3) その他 

 委員 10 名、6～7回／年開催 

 

３ 事業内容 

(1) 森をつくる活動 

 公益的機能の向上を図るために森林を整備・保全するとともに、野性鳥獣による森

林被害の防止対策を実施するほか、必要な技術者等の人材の育成を進める。 

ア 森林そ生集団間伐促進事業 

（施業コストを軽減させるための施業地の団地化や作業道開設等と森林の整備） 

イ 集落等山地災害危険地区整備事業 

（山地災害危険地区の森林を土砂流出防止機能の高い健全な森林へ誘導） 

ウ 松林等保全事業（県木である松を守るための松林保全活動を支援） 

エ フォレスト・マイスター養成支援事業 

（森林を面的・効果的に整備する作業技術者等を養成） 

オ 奥地水源林保全整備事業 

（ダム等の奥地水源地域の放置森林を水土保全機能を回復させるために整備） 

カ ニホンジカ森林被害防止対策事業 

（ニホンジカによる森林被害等を軽減し、森林を保全） 

キ 有害鳥獣総合捕獲事業（ニホンジカ緊急捕獲事業） 

（ニホンジカによる森林被害を軽減し、森林を保全） 

ク 優良種苗確保事業（健全な森林を造成するため優良な苗木を確保、提供） 

ケ ニホンジカ個体数調整実証事業 

（ニホンジカによる森林被害等を軽減し、森林を保全） 

コ 森林吸収クレジット推進事業（森林吸収クレジットの普及啓発と販売促進） 

カ 林業躍進プロジェクト推進事業 

（林業を地域の成長産業へ育成するプロジェクトの推進） 

(2) 木をつかう活動 

 持続的に森林整備を進めるために不可欠な森林資源の利活用を促進するため、公共

的施設や民間住宅における木造化・木質化、県産材の需要拡大を推進するとともに、

林内に放置されている未利用材の有効活用を図る。 

ア 木質バイオマス利用促進事業（未利用材を木質バイオマスとして有効利用） 

イ 公共施設木材利用推進事業（地域のシンボルとなる公共施設の木造化） 

ウ 県立学校校舎等整備事業（県立学校校舎の木造化） 

エ自然公園木製施設整備事業 

（自然公園内に県産木材を使った標識、柵、階段などを整備） 



カ 木の香る公園施設整備事業 

（都市公園に県産木材を使った休憩所やベンチなどを整備） 

キ えひめ材住宅普及啓発事業 

（民間住宅に良質な柱材を無償提供する等、木造住宅の建設を促進 

ク 原木乾しいたけ等生産促進事業 

（クヌギ等の広葉樹をしいたけ等の原木として利用することを促進） 

ケ 愛媛県産材製品市場開拓促進事業 

（県産材の販売体制整備や大消費地での市場開拓等を支援） 

コ 駐在所等庁舎整備事業（老朽・狭隘化した交番を新築整備） 

カ 水産研究センター魚類検査室移設事業 

（水産研究センター魚類検査室の施設一部を移転にともない木質化） 

キ 原木乾しいたけ消費拡大緊急対策事業 

（乾しいたけの生産振興による山村の活性化と広葉樹林の整備） 

(3) 森とくらす活動 

 県民参加による森林づくりを推進するため、森林づくりを行う市民グループや団体

間の交流や情報の提供、森づくりの場（フィールド）の提供を行なうとともに、次代

を担う青少年を対象とした森林体験や森林環境学習等を行う。 

ア 県民と森との交流促進事業（県民と森との交流促進） 

イ 自然観察会開催事業（青少年を対象とした自然観察会を開催） 

ウ 森とのふれあい活動促進事業（森林づくりを行う青少年や県民の活動を支援） 

エ 林業普及指導事業 

（森林そ生プロジェクトの成果を県下に普及させるための体験と広報誌の発行） 

オ 「森林わくわく体験」推進事業 

（幼稚園や小中学校に対する森林環境教育の推進） 

カ 都市近郊林保全事業（緑に親しむ空間を提供するため、都市近郊林を整備） 

キ 巡回展「森の博物館」開催事業 

（自然や森林に関する巡回展や森林観察会等の開催） 

(4) 県民参加の森林づくり公募事業 

 森林環境税の目指す「森林環境の保全」と「森林と共生する文化の創造」を県民と

一体となって推進するため、県民の豊かな発想を施策に反映するとともに、自発的な

活動を支援し、森林に対する県民参加活動を発展させる。 
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Ⅱ　第2期森林環境税の事業実績

目標項目 目標数値
実　績

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 計

森林整備面積(ha) 10,325ha 3,616ha 3,776ha 1,247ha 804ha 477ha 9,920ha

目標達成率(%) 35% 72% 84% 91% 96%

木材使用量(m3) 60,000㎥ 23,514㎥ 21,475㎥ 27,936㎥ 37,252㎥ 31,302㎥ 141,479㎥

目標達成率(%) 39% 75% 122% 184% 236%

県民参加人数(人) 720,000人 203,631人 107,942人 73,908人 161,107人 113,239人 659,827人

目標達成率(%) 28% 43% 54% 76% 92%

内
訳

木とふれあう人数 400,000人 161,312人 62,501人 42,869人 132,509人 81,440人 480,631人

森と交流する人数 250,000人 27,984人 34,266人 20,851人 17,989人 21,259人 122,349人

公募事業に参加する人数 70,000人 14,335人 11,175人 10,188人 10,609人 10,540人 56,847人
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第２期森林環境税　事業実績（平成２２～２６年度）
事業総括表
◎基金繰入額

◎歳出額

積立金 内　容 内　訳
決算額

H22 H23 H24 H25 H26 計
森林環境保全基金

積立金
森林環境税を財源に、全ての県民で支える森づくりの理解と参
加の促進及び公益的機能を発揮できる森林保全の事業を計画
的かつ確実に実施するため、基金を積み立てる。

森林環境保全基金積立金 496,481,865円 532,164,417円 542,892,841円 542,111,733円 544,738,678円 2,658,389,534円

事業名 内　容 事項名 決算額
H22 H23 H24 H25 H26 計

県　
指　
定　
事　
業

森
を
つ
く
る
活
動

生 活に欠くこと
のできない森林
を、水源かん養や
山地災害防止、生
物多様性の保全
などの公益的機
能の向上を図る
ために整備・保全
するとともに、野
性鳥獣による森
林被害の防止対
策を実施するほ
か、必要な技術者
等の人材の育成
を進める。

185,969,977円 296,125,789円 341,246,386円 256,407,511円 256,478,983 円 1,336,228,646円
①森林そ生集団間伐促進事業

「森林そ生対策」を更に進めるための施業地の団地化により間伐等コストを軽減 64,808,160円 79,900,000円 181,900,770円 129,379,069円 126,851,646円 686,262,415 円

②集落等山地災害危険地区整備事業
山地災害危険地区の森林を土砂流出防止機能の高い健全な森林へ誘導 93,880,000円 79,900,000円 50,223,230円 45,368,230円 55,014,364円 324,385,824 円

③松林等保全事業
県木である松を守るための松林保全活動を支援 958,921円 701,000円 8,445,307円 1,880,101円 2,564,872円 14,550,201 円

④フォレスト・マイスター養成支援事業
森林を面的・効果的に整備する作業技術者等を養成 11,315,645円 9,525,525円 11,402,079円 10,260,820円 11,526,088円 54,030,157 円

⑤森林そ生緊急対策事業
間伐や路網の整備、製材施設・バイオマス利用施設等の整備等 154,751円 477,494円 632,245 円

⑥奥地水源林保全整備事業
ダム等の奥地水源地域の放置森林を水土保全機能を回復させるために整備 12,694,000円 64,573,000円 42,230,000円 35,685,000 円 155,182,000 円

⑦愛媛大学森林環境管理特別コース設置準備
愛媛大学と連携し林業研究センターに久万高原キャンバスを設置 14,852,500円 14,852,500 円

⑧ニホンジカ森林被害防止対策事業
ニホンジカによる森林被害等を軽減し、森林を保全 6,505,000円 7,600,000円 7,535,000円 8,755,000 円 30,395,000 円

⑨ニホンジカ緊急捕獲事業
ニホンジカによる森林被害等を軽減し、森林を保全 3,000,000円 2,610,000円 3,915,000円 5,855,000 円 15,380,000 円

⑩優良種苗確保事業
健全な森林を造成するため優良な苗木を確保、提供 4,780,000円 4,536,000円 7,558,573 円 16,874,573 円

⑪ニホンジカ個体数調整実証事業
ニホンジカによる森林被害等を軽減し、森林を保全 1,612,000円 1,526,902円 1,566,400 円 4,705,302 円

⑫搬出間伐促進緊急対策事業
搬出間伐にかかる運搬経費の支援 8,100,000円 8,100,000 円

⑬森林吸収クレジット販売促進事業
新たな環境ビジネスの構築を目指す 1,395,082円 993,060 円 2,388,142 円

⑭林業躍進プロジェクト推進事業
間伐に加えて、主伐を計画的・段階的に導入するプロジェクトの推進 8,381,307円 108,980 円 8,490,287 円

木
を
つ
か
う
活
動

持続的に森林整
備を進めるため
に不可欠な森林
資源の利活用を
促進するため、公
共的施設や民間
住宅における木
造化・木質化、県
産材の需要拡大
を推進するとと
もに、林内に放置
されている未利
用材の有効活用
を図り、再生可能
なエコ・マテリア
ル（環境素材）で
ある木材を暮ら
しの中に取り入
れ、人にやさしい
生活環境を創造
する。

183,197,831円 172,940,444円 213,558,934円 183,420,834円 199,713,003 円 952,831,046 円
①木質バイオマス利用促進事業
未利用材を木質バイオマスとして有効利用 23,056,600円 30,445,766円 35,697,900円 29,728,011円 30,003,000 円 148,931,277 円

②公共施設木材利用推進事業
地域のシンボルとなる公共施設の木造化 17,362,440円 46,973,540円 30,988,044円 28,028,552円 11,499,400 円 134,851,976 円

③県立学校校舎等整備事業
県立学校校舎の木造化・内装木質化 16,000,000円 8,000,000円 8,000,000円 32,000,000 円 64,000,000 円

④自然公園木製施設整備事業
自然公園内に県産木材を使った標識、 4,388,000円 4,534,000円 4,333,000円 4,498,971円 4,291,892 円 22,045,863 円

⑤木の香る公園施設整備事業
都市公園に県産木材を使った休憩所やベンチなどを整備 5,000,000円 3,000,000円 3,000,000円 2,700,000円 2,700,000 円 16,400,000 円

⑥えひめ材住宅普及啓発事業
民間住宅に良質な柱材を無償提供する等、木造住宅の建設を促進 45,981,380円 35,101,907円 64,813,658円 48,971,662円 70,981,718 円 265,850,325 円

⑦木質ペレット利活用促進事業
普及啓発用ペレットストーブの導入を助成 1,120,000円 1,120,000 円

⑧愛媛ヒノキ材ブランド化推進事業
愛媛県産ヒノキの消費拡大と流通体制の確立 2,250,660円 1,959,205円 4,209,865 円

⑨原木乾しいたけ等生産促進事業
クヌギ等の広葉樹をしいたけ等の原木として利用することを促進 28,733,899円 22,947,826円 24,249,981円 16,035,447円 23,799,203 円 115,766,356 円

⑩愛媛県産材製品市場開拓促進事業
県産材の販売体制整備や大消費地での市場開拓等を支援 7,304,852円 16,978,200円 24,080,351円 27,390,391円 14,437,790 円 90,191,584 円

⑪今治特別支援学校新居浜分校体育館整備事業
今治特別支援学校新居浜分校体育館の木造化に助成 8,000,000円 8,000,000 円

⑫駐在所等庁舎整備
地域の交番を木造により改築整備 24,000,000円 3,000,000円 3,000,000 円 30,000,000 円

⑬県立学校校舎等整備事業（緊急経済対策分）
県立学校校舎の木造化 8,000,000円 8,000,000 円

⑭新居浜特別支援学校施設整備事業
新居浜特別支援学校の内装の木質化 8,000,000円 8,000,000 円

⑮特別支援学校教育環境整備事業
みなら特別支援学校松山城北分校農作業実習室の木造化 3,000,000円 3,000,000 円

⑯住宅等リフォーム木材利用促進事業
個人住宅や店舗等のリフォームにおける県産材利用を支援 7,396,000円 7,396,000 円

⑰新繊維産業技術センター整備事業
新繊維産業技術センターの木質化 8,000,000円 8,000,000 円

⑱原木乾しいたけ緊急対策事業
クヌギ等の広葉樹をしいたけ等の原木として利用することを促進 10,067,800円 10,067,800 円

⑲水産研究センター魚類検査室移設
水産研究センター魚類検査室の木質化 3,000,000 円 3,000,000 円

⑳原木乾しいたけ消費拡大緊急対策事業
県産乾しいたけの安全性のＰＲと消費拡大及び価格回復を図る 4,000,000 円 4,000,000 円

森
と
く
ら
す
活
動

県民参加による
森林づくりを推
進するため、森林
づくりを 行う市
民グル ープや団
体間の交流や情
報の提供、森づく
りの場（フィール
ド）の提供を行な
うとともに、次代
を担う青少年を
対象とした森林
体験や森林環境
学習等を行い、暮
らしの中で森林
との共生を推進
する。

33,953,089 円 40,795,006円 37,861,783円 34,933,999円 26,986,045 円 174,529,922 円
①県民と森との交流促進事業
県民と森との交流促進 14,581,579 円 13,225,058円 11,820,999円 11,413,728円 11,228,434 円 62,269,798 円

②県民参加の森設置・提供事業
県民活動の拠点整備 10,000,000 円 15,340,000円 13,176,050円 38,516,050 円

③自然観察会開催事業
一般県民を対象とした自然観察会を開催 1,019,000円 1,191,000円 1,628,000円 1,605,700円 818,020 円 6,261,720 円

④森とのふれあい活動促進事業
森林づくりを行う青少年や県民の活動を支援 2,131,209円 1,192,882円 1,324,895円 11,454,545円 7,796,740 円 23,900,271 円

⑤林業普及指導事業
森林そ生プロジェクトの成果を県下に普及するための体験と広報誌の発行 1,824,837円 2,003,533円 2,268,217円 3,316,169円 2,687,531 円 12,100,287 円

⑥「森のめぐみ　木のものがたり展」開催事業
森林の自然と歴史に対する県民の理解を深めるための展覧会を開催 868,764円 868,764 円

⑦「森の学校」開催事業
幼稚園や保育所の園児等を対象に森林観察会を開催 488,600円 488,600 円

⑧「森林わくわく体験」推進事業
幼稚園や小中学校に対する森林環境教育の推進 2,575,000円 5,172,000円 5,172,000円 4,700,000円 2,046,000 円 19,665,000 円

⑨慰霊塔維持管理（都市近郊林保全事業）
緑に親しむ空間を提供するため、都市近郊林を整備 464,100円 495,600円 472,500円 399,000円 409,320 円 2,240,520 円

⑩巡回展「森の博物館」開催事業
自然や森林に関する巡回展や森林観察会等の開催 2,174,933円 1,999,122円 2,044,857円 2,000,000 円 8,218,912 円

公
募
事
業

県民参加
の森づく
り公募事

業

森林環境税の目指す
「森林環境の保全」と
「森林と共生する文化
の創造」を県民と一体
となって推進するた
め、県民の豊かな発想
や自発的な活動を引
き出すことにより、県
民参加を具体化する。

29,493,000円 36,055,000円 36,815,000円 26,987,000円 24,284,000円 153,634,000円

県民参加の森づくり公募事業費 29,493,000円 36,055,000円 36,815,000円 26,987,000円 24,284,000円 153,634,000円

○ 計 432,613,897円 545,916,239円 629,482,103円 501,749,344円 507,462,031円 2,617,223,614円

○ 単年度保留額 63,867,968円 −13,751,822円 −86,589,262円 40,362,389円 37,276,647円 41,165,920円

○ 第1期残額及び保留額 57,882,770円 121,750,738円 107,998,916円 21,409,654円 61,772,043円 99,048,690円

7



8



 

 

平成28年度 いわての森林づくり普及啓発事業について 

 

１ 事業目的 

  いわての森林づくり県民税を財源として実施する各種事業の取組や県民税制度の周知を図る

ことにより、認知度の向上及び森林環境保全活動等への関心を高めることを目的とし実施しよう

とするもの。 

 

２ 事業内容 

⑴ テレビ・ラジオＣＭ 

 テレビ局４社、ラジオ局２社による県民税 

制度周知のためのＣＭを放送。 

 テレビ100本、ラジオ60本程度を予定。 

⑵ 新聞広告 

 県内最大発行部数の新聞紙面に、県民税制 

度周知のための記事を掲載。記事下４段２回 

実施予定。 

⑶ アンケート調査 

 テレビ局が配信するメールマガジン等によ 

り簡易なアンケート調査を実施。回答者に抽 

選で乾しいたけ等の県産農林水産物を進呈。 

 また、秋口に県内各地で開催される産業ま 

つり等のイベント会場において来場者への聞 

き取りアンケート調査を実施。 

⑷ 広告物製作 

 いわて環境の森整備事業の効果を普及啓発す 

るため施工地に掲示する横断幕を製作、設置。 

 また、県民参加の森林づくり事業の実施団体 

が県民税事業を普及啓発できるのぼり旗を製作、 

配布。 

⑸ 県政広報・市町村広報誌 

 県や各市町村の広報誌等に森林所有者向け 

広報記事（いわて環境の森整備事業の紹介等） 

の掲載を依頼し制度の周知を図る。 

平成 28 年 8 月 29 日 
第２回いわての森林づくり

県民税事業評価委員会  

資料No.４ 
 

【広報誌イメージ】 

【のぼり旗】 

【テレビＣＭイメージ】 

【新聞広告イメージ】 

【施工地横断幕】 



 

平成 28 年度 いわて森のゼミナール推進事業について 

１ 事業目的 

 この事業は、児童・生徒をはじめ広く県民を対象に、森林・林業に対する理  

解を深めていただく機会を提供するもの。  

 

２ 事業の実施状況 

３月 29 日～４月 15 日に企画提案募集を実施したところ、１者の応募があり、

４月 28 日に企画提案選考委員会において、企画提案書の審査を行い選定。 

５月 13 日付けで委託契約を締結。 

  ・委託の相手方 「特定非営利活動法人環境パートナーシップいわて」 

  ・委託金額   4,472,280 円 

   

３ 委託業務の進捗状況 

(１) 森林学習会 

県教育事務所より推薦された小・中学校・義務教育学校において、児童・
生徒を対象とした森林・林業に関する講座や自然観察会等の実施。  

①実施要望 現在 22 校（新規５校） 

うち実施済 ４校  

  

(２) 森の実践ゼミナール 

地域の森林環境学習の自発的な取組に対し指導・助言するとともに、地

域住民自らが実践するための「森林環境学習地域プラン」を策定。  

地域のキーマンを育成する指導者研修会の開催。  

① 地域プラン作成要望 現在１地域  

② 指導者研修会 10 月１日実施予定  

 

        

          Ｈ27.10.27 紫波町古舘小 

平 成 28 年 ８ 月 29 日  
第２回いわての森林づくり 
県 民 税 事 業 評 価 委 員 会 

資料 No.５ 
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